


































The Development of Implicit Productive Skills































































1987 年で，東洋大学の創立 100 周年を機に始めた
事業で，33 年の歴史を誇る大会であり，応募総数
も年々増加し，2020 年では中学校・高等学校・大
学・短大・専門学校の総数が 61,976 首で入選が 100
首（約 620 倍），小学校の部の総数が 554 首で入選
が 10 首（約 56 倍）とかなり狭き門となる。
　そんな中，星勇人氏が校長として勤務した山武市
立睦岡小学校で 3 年連続入選，その次に勤務した栄



































































2019 年 1 月 23 日（水）・25 日（金）の両日，浦安
高等学校に二日間訪問し，第 1 学年の 6 クラスを二
日間にわけて図書館で授業をした。（2019 年度は，















































































































































































































































　2018 年 8 月 28 日（火），千葉県立鴨川青年の家
に招かれて，千葉県立松尾高等学校 3 年 B 組のク
ラス合宿のまとめの意味で，「短歌出前授業」を実

























































































































































































































































































































































































 ボール → ３
 カラー → ３
 きゃ → １
 きゅ → １
 しゃ → １
 もっとも → ４





















































































 千葉県栄町安食台小学校 ６年 倉木 遥都
小学生の短歌入選作品
直接は
見つめられない
歯がゆさに
ガラスに映る
あなたを独占
 佐藤由季（佐原高校）
高校生の短歌入選作品
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高一で
父の背たけは
越えたけど
まだかなわない
背中の広さ
 菅谷和弘（佐原高校）
高校生の短歌入選作品
 日時：２０１８年８月２８日（火）
 会場：鴨川青年の家
 参加数：３６名
 合宿最終日の最後の講座 短歌出前講座を開講
松尾高校３年B組
クラス合宿
恥ずかしい
気持ちを胸に
秘めたまま
母に手渡す
一枚の紙
川野 恋
何気ない
時間が今日も
流れてる
昼のキャンパス
恩師の逝ける日
 久保木善浩（佐原高校・淑徳大学・産経新聞）
大学生の短歌入選作品
声合わせ
力合わせて
キラキラと
光る水面に
漕ぎ出すオール
磯貝真規子学年主任
あきらめる
もう決めたのに
まだ揺れる
私の心は
まだあなたかも
川野 恋
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この広い
大きな大きな
キャンバスに
私の未来を
どう描こうか
川野 恋
太陽が
夏の浜辺で
肌焦がす
吹く潮風に
思い出乗せて
山田 祐華
四本目
結果が決まる
最後の時
この一つ矢に
想いを乗せて
水口 秀
しっかりと
ピントを合わせ
押すシャッター
画面の向こう
笑顔きらめく
角田 優花
隠せない
心の思い
伝えたい
身体に刻む
自分の言葉
高野 竜平
波荒く
先の見えない
恋の船
だけど私は
嵐に飛び込む
平山 陽聲
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海と空
境を走る
船の群れ
大漁旗に
希望の願い
京葉高校保護者の短歌
五十手前
キラキラ光る
キャンパスに
座る私の
はにかむ心
京葉高校保護者の短歌
いつの間に
大きく育った
我が息子
君の未来は
自分で造れ
京葉高校保護者の作品
粘り強く
立ち向かった君
初試合
一本狙え
諦めることなく
京葉高校保護者の短歌
耳ふさぎ
明けを知らせる
カミナリの
音もたのしや
夏が近づく
京葉高校保護者の作品
我が戀の
焔（ほむら）鎮めむ
一人来し
白磁冷たき
砥部焼の里
拙作①
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面取りし
後にほどかれ
さらさらと
白き胴着に
散るは汝の
拙作②
水泳の
授業を終えし
女生徒の
髪にあえかに
カルキの香る
拙作④
あまたなる
山車並びをり
小野川の
川面に揺るる
赤き提灯
拙作⑥
厳寒の
春日若宮
御祭
シテの口より
白き息出づ
拙作③
アラミスの
香りあえかに
ただよはせ
机間巡視の
君は立ちをり
拙作⑤
